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ドップラー位相シフト法は，光波のドップラー

効果を利用した位相シフト法である [1, 2]．本

研究では，ドップラー位相シフトディジタルホ

ログラフィを用いた粘度計測を提案する．本稿

では，光の力によって流体表面形状が変化して

いる証拠を得るために，過渡状態と定常状態に

おけるビート信号を取得した．図 1に本実験で

用いた光学系を示す．

図 1: Experimental optical system

DCモータステージを使ってミラーをビームス

プリッタ方向に 10µm/sの速度で動かした．そ

してディジタルホログラムは，512×512ピクセ

ルの画像を 1秒間に 2000枚取得できる CMOS

カメラを使用し，実験では 7932枚撮影した．ま

た，粘度計測の試料として洗濯のり（ポリビニ

ルアルコール）を用いた．図 2にレーザ照射直

前からのある位置でのピクセル値の時間変化を

示し，図 3にはレーザ照射から約 5分後の図 2

と同じ位置でのピクセルの値の時間変化を示す．

図 2: From immediately before laser irradiation at

a certain position change in pixel value

図 3: From laser irradiation after about 5 minutes

change in pixel value at a certain position

図 2を見ると，レーザー照射直後ではビート信

号の振幅に周期性が見え，徐々に周期の幅が大

きくなっていることがわかる．また，図 3のよ

うに 5分程度経過後は，ほぼ一定のビート信号

になっているため，定常状態に達していると考

えられる．図 2の節の部分では，参照ミラーの

速度と試料の表面変化の速度がほぼ等しい部分

であり，節を堺に速度差の符号が逆転している

と思われる．このことから，表面は振動してい

ると考えられる．また，図 3の定常状態では，

レーザーによる力と表面聴力の釣り合いによっ

て表面変形したまま静止していると考えられる．

今後は表面変形速度の詳細な解析と定常状態に

おける表面形状から，表面張力，粘度が計測に

可能かを検討する．
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